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 脳障害後の上肢リハビリテーションにおいて麻痺肢集中使用が有効であるが、その

詳細なメカニズムは明らかになっていない。本研究では、内包出血モデルラットを用

いて麻痺側上肢集中使用が、大脳皮質運動野領域の体部位再現に及ぼす経時的変化に

ついて調べた。 
 Wistar ラット雄の大脳皮質運動野の前肢領域部に皮質内微小刺激用のチャンバー

を取付けた。7日後に同側内包部に・・・・・・・ 
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